
はだの議会だより〘3〙平成 28 年（2016 年）2 月14 日（日）  第 219 号

議 会 の う ご き
○11月
 24日（火） ・議会運営委員会
 26日（木） ・市議会第４回定例会開会 【傍聴者２人】
 30日（月） ・本会議（議案審議） 【傍聴者１人】
  ・議会運営委員会
○12月
 １日（火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者61人】
 ２日（水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者15人】
 ３日（木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者37人】
  ・代表者会議
 ４日（金） ・総務常任委員会 【傍聴者19人】
 ７日（月） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者13人】
 ８日（火） ・環境都市常任委員会 【傍聴者５人】
 17日（木） ・議会運営委員会 【傍聴者１人】
  ・市議会第４回定例会閉会 【傍聴者14人】
  ・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会
 18日（金） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第４回定例会
○１月
 15日（金） ・議員連絡会
  ・議会全員協議会
○２月
 ５日（金） ・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会

棄
防
止
の
啓
発
活
動
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
河
川
や
山
間
部
、
市
街
地
で
不
法

投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
中
、
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、
登
山
客

へ
の
ビ
ラ
配
り
や
青
年
会
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

問　
千
村
地
区
や
震
生
湖
周
辺
で
は
市

民
の
協
力
で
不
法
投
棄
が
減
っ
て
い
る
。

市
道
19
号
線
周
辺
の
防
止
策
と
し
て
、

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答　
自
治
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
平

成
27
年
度
、
監
視
カ
メ
ラ
の
新
設
を
進

め
て
い
る
。

導
、
県
が
危
険
ド
ラ
ッ
グ
乱
用
防
止
に

向
け
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、
中
学
校
へ

配
付
。
薬
物
汚
染
の
低
年
齢
化
が
危
惧

さ
れ
る
が
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
学
校
、
地
域
、
行
政
が
一
体
と

な
り
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
、
育
む
体
制
を
進
め
て
い
く
。
②

薬
物
乱
用
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
の

教
育
を
計
画
的
・
重
点
的
に
推
進
す
る
。

三
　
安
心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問　
鶴
巻
温
泉
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、

①
南
口
広
場
や
県
道
立
体
横
断
施
設
は
、

②
郵
便
局
や
駅
前
連
絡
所
は
、
③
北
口

広
場
の
屋
根
や
足
湯
は
、
ど
う
か
。

答　
①
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
整
備
し
、

平
成
29
年
度
末
に
南
口
広
場
の
関
連
事

　
創
秦
ク
ラ
ブ
　
　
　
谷
　
　
和
雄

一
　
は
だ
の
一
世
紀
の
森も

り林
づ
く
り
構

想
の
推
進
に
つ
い
て

問　
秦
野
産
の
ヒ
ノ
キ
は
、
歌
舞
伎
座

の
舞
台
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
的

に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
は
だ
の
一

世
紀
の
森も

り林
づ
く
り
構
想
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
20
年
度
の
秦
野
市
植
樹
祭
以

降
、
約
４
万
１
０
０
０
本
の
広
葉
樹
を

植
樹
し
た
。
水
源
や
里
山
の
保
全
再
生

の
ほ
か
、
秦
野
産
材
を
次
世
代
に
伝
え

る
ヒ
ノ
キ
苗
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

種
拾
い
事
業
を
実
施
し
た
。

要
望　
秦
野
産
材
の
使
用
は
、
新
東
名

高
速
道
路
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮

称
）
内
の
商
業
施
設
へ
の
使
用
を（
株
）

中
日
本
高
速
道
路
に
強
く
働
き
掛
け
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設

へ
の
使
用
に
つ
い
て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
に
要
望
し
て
ほ
し
い
。

二
　
不
法
投
棄
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て問　
近
年
、
河
川
や
山
間
部
な
ど
へ
の

不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
。
不
法
投

　
民
　
政
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
赤
ち
ゃ
ん
が
安
心
し
て
生
ま
れ
る

街
に
つ
い
て

問　
①
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
再
開

は
、
②
八
木
病
院
の
産
婦
人
科
医
確
保

は
、
ど
う
か
。

答　
①
昭
和
大
学
学
長
が
県
副
知
事
と

公
式
に
会
い
、
今
年
度
と
同
じ
体
制
で

臨
み
た
い
と
の
意
向
を
示
し
た
。
②
平

成
27
年
12
月
中
に
医
師
の
名
簿
を
本
市

へ
提
出
。
29
年
度
の
開
設
を
目
指
す
。

二
　
青
少
年
の
未
来
に
つ
い
て

問　
①
市
内
小
・
中
学
校
で
、
い
じ
め

１
０
６
件
、
不
登
校
１
６
７
人
、
暴
力

行
為
１
１
４
件
、
児
童
虐
待
１
２
２
件
、

子
ど
も
の
命
を
守
る
対
策
は
、
②
京
都

市
内
で
小
学
６
年
生
が
大
麻
吸
引
で
補

官
民
一
体
と
な
っ
た
持
続
可
能
な

森
林
づ
く
り
と
自
然
と
の
共
生
を
目
指
し
て

赤
ち
ゃ
ん
を
安
心
し
て

産
み
育
て
ら
れ
る
街
に

森林（もり）づくり構想の着実な推進を

足湯の設置でまちに元気を

費
用
や
、
他
の
ラ
ジ
オ
シ
ス
テ
ム
と
比

較
を
し
な
が
ら
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

要
望　
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
的
確
な
情
報

を
配
信
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
た
め
、

前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二
　
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
に
つ
い

て問　
平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
で
、
一

人
一
人
に
必
要
な
支
援
を
記
載
し
た
個

別
計
画
を
作
成
す
べ
き
と
提
案
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
要
支
援
者
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

家
族
や
、
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
専
門
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
個

別
計
画
の
作
成
に
着
手
し
、
28
年
２
月

末
に
は
自
主
防
災
会
な
ど
の
支
援
関
係

者
に
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
等
の
利

用
促
進
に
向
け
て

問　
東
海
大
学
前
駅
か
ら
平
塚
方
面
へ

の
路
線
バ
ス
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
利
便

性
が
向
上
す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
南
口
広
場
整
備
時
に
、
バ
ス
事
業

者
に
検
討
を
依
頼
し
た
が
、
平
塚
市
真

田
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
整
備

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。
今
後
も
、
継
続
し
て
バ

ス
路
線
の
開
通
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
木
村
　
眞
澄

一
　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
に
つ
い

て問　
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が

頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
防
災
行
政
無
線

の
難
聴
対
策
と
し
て
、
緊
急
放
送
を
受

信
で
き
る
近
隣
市
の
Ｆ
Ｍ
局
電
波
を
利

用
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
は
ど
う
か
。

答　
シ
ス
テ
ム
内
容
な
ど
詳
細
を
明
確

に
し
、
本
市
が
導
入
す
る
場
合
の
整
備

災
害
時
の
確
実
な
伝
達
手
段
と
し
て

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を

防災ラジオの導入を検討せよ

暖房設備が整備されている東中学校体育館

計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
中
央
部

ま
で
延
伸
し
、
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
北

口
自
転
車
駐
車
場
が
４
層
構
造
に
な
る

こ
と
か
ら
、
延
伸
・
接
続
し
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

問　
秦
野
駅
か
ら
本
町
地
区
中
心
街
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
県
道
７
０
５

号
線
の
整
備
は
急
務
と
考
え
る
が
、
進

ち
ょ
く
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
第
一
工
区
の
ま
ほ
ろ
ば
大
橋
か
ら

市
道
３
４
９
号
線
ま
で
１
１
０
㍍
の
区

間
で
、
92
％
程
度
の
事
業
用
地
が
取
得

済
み
で
あ
る
。

要
望　
秦
野
駅
南
口
整
備
に
つ
い
て
は

市
の
努
力
に
よ
り
、
見
通
し
が
つ
い
て

い
る
。
秦
野
駅
北
口
の
県
道
７
０
５
号

線
の
拡
幅
工
事
は
、
県
の
努
力
に
よ
り

用
地
交
渉
が
進
ん
で
い
る
が
６
年
経
過

し
て
い
る
。
今
後
も
、
県
関
係
部
局
に
、

早
期
完
成
を
働
き
掛
け
て
ほ
し
い
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
秦
野
駅
北
口
周
辺
地
区
等
の
整
備

に
つ
い
て

問　
大
秦
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
工
事
の
進
ち
ょ
く
は
ど
の
よ

う
か
。
ま
た
、
そ
の
工
事
を
含
め
た
北

口
周
辺
整
備
の
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
建
て
替
え
工
事
は
、
平
成
27
年
度

に
解
体
工
事
を
完
了
し
、
29
年
度
ま
で

に
完
成
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
北
口
自

転
車
駐
車
場
は
、
現
在
２
層
構
造
、
収

容
台
数
４
０
０
台
で
あ
る
が
、
老
朽
化

の
た
め
建
て
替
え
を
予
定
し
て
お
り
、

建
て
替
え
後
は
、
４
層
構
造
、
収
容
台

数
７
０
０
台
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
延
伸

秦
野
駅
北
口
周
辺
の

幹
線
道
路
の
整
備
を
早
急
にペデストリアンデッキを延伸し

利便性向上を

三
　
熊
野
神
社
（
菖
蒲
）
周
辺
に
つ
い

て問　
神
社
周
辺
の
斜
面
は
急
傾
斜
で
あ

り
、
大
災
害
時
に
土
砂
崩
れ
の
可
能
性

が
あ
る
。
県
が
現
地
調
査
を
行
っ
た
と

聞
く
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
県
は
、
急
傾
斜
地
の
危
険
区
域
の

設
定
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検

討
の
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

防
災
工
事
の
事
業
化
に
向
け
、
引
き
続

き
、
県
と
具
体
的
な
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
民
　
政
　
会
　
　
　
和
田
　
厚
行

一
　
公
共
施
設
の
使
用
料
は
市
民
合
意

の
基
に

問　
公
民
館
を
利
用
し
て
趣
味
の
活
動

な
ど
を
し
て
い
る
人
は
、
健
康
で
医
療

費
抑
制
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
。
公

共
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
時
間
を

か
け
、
利
用
者
が
納
得
で
き
る
よ
う
話

し
合
い
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
負
担
額
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
納

得
の
い
く
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
し
っ
か
り

と
説
明
し
、
意
見
を
聴
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

意
見　
十
分
な
話
し
合
い
を
行
い
、
市

民
な
ど
利
用
者
が
気
持
ち
よ
く
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

二
　
避
難
所
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

問　
避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校
の
体

育
館
に
も
、
文
化
会
館
の
よ
う
に
冷
暖

房
設
備
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
現
状
で
は
、
相
互
応
援
協
定
締
結

市
か
ら
の
冷
風
機
な
ど
の
救
援
物
資
で

対
応
す
る
が
、
本
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
観
点
か
ら
今

後
の
課
題
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

十
分
な
話
し
合
い
で

納
得
で
き
る
公
共
施
設
使
用
料
に

業
す
べ
て
の
完
成
を
目
標
。
②
郵
便
局

は
28
年
７
月
頃
、
連
絡
所
は
29
年
度
に

開
設
。
③
屋
根
は
南
口
整
備
終
了
後
に

着
手
、
足
湯
は
28
年
４
月
完
成
。




